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防災の日に因んで古民家放水訓練

9月 1日は防災の日、各地で防災訓練が行われますが本郷ふじやま公園古民家でも 3日午後

ドレンチャーの散水などの放水訓練が行われました。当日は公園ボランティアのみならず近隣の

皆さんや来園者も熱心に見学・参加し防災設備の機能・作動を確認していました。午前中には専

門サービスマンによる消火設備機械の点検整備が行われました。なお、 8月末には古民家の夜間

臣視設備の点検整備一部部品の交換も行い、こちらも一層の確度を高めました。・五 I →“a. 1 吋噂冨··—--------
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お月見仰り 今年も古民家では十五

夜をはさんで三日間お団

.， 子、柿、栗や尾花、女郎花

。などを月に供えます。

お月見は先人たちが月

への畏敬の念と収穫の感

謝を捧げる神聖な儀式で

した。しばし古民家のお月

見飾りによって昔を偲ん
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◆平成 21年 8月来園者数

団体・グループ来園状況

来園者数： 982名

（来園日） （団体名） （人数・内数）

6日（木） ：くでん学童保育所・・・・ ・・ ・・ • ・ ・ ・ ・ • 52名

18日（火） ：中野幼稚圃．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．． 55名

19日（水） ：さかえ・ほっとスクール・・・・・・・ ・ 20名

21日（金） ：くでん学童保育所・・・・・・・・ ・・・・・・ 19名

27日（木） ：中野幼稚園付属保育所・・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ 30名

久しぶりに開園当初のふじや

ま公園を見た様な気がする。

樹木の足元は綺麗に刈られ、

遠目には緑の絨毯を敷き詰めた

様な光景がひろがっている。初

夏から初秋にかけ、約 7000ヘク

タールの雑草を庭師のプロ集団

が刈り取った。

小さな草花の周りは優しいナ

イロン製のカッターで、傾斜面

の激しい所は手作業にて除草。

広い場所は肩掛け除草機でフル

回転。おそらく秋の虫たちも驚

き逃げ回っていることだろう。

古民家、お月様、ススキ、そし

てきれいになったふじやま公

園、役者が揃って秋満載！
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教宣訪問 初心者茶道体験教室 ,. 
古民家の座敷には釜が掛けられていて、すっかりお稽古の用意が

できていました。礼で始まり礼で終わると、総礼で先生から「今

日は暑い中をようこそ、それではお一人ずつ両手をついて席中を

窺ってから、にじって席中にお入りください」と言われました。

まずは床の間の掛軸「和敬静寂」の拝見です。一碗の茶を通し

て亭主と客の交流こそお茶のもっとも

大切にしているところで「和敬静寂」と

いう言葉はこの心持ちを表しているそうです。席について、お招き頂

いた時の亭主とのあいさつの仕方や扇子の扱い方等を学びました。先

生がこの日の為にわざわざ作ってきてくださった主菓子、干菓子が出

され、小学校に教えに行った時も子供達が手作りの菓子を喜んだ話に

皆さんの表情が和みました。薄茶を頂くと気持ちがシャキとなりとて

も新鮮でした。

少し休んでから、服紗さばきの練習では畳んだ服紗で棗（なつめ）を拭くまでをしました。初

めての方のために助手の方が生徒さんの間を回って教えました。最後に「基本的な手前を繰り返

して行ううちに自然に動作が身についてきますので頑張って続けてください」と総礼で終了とな

りました。

作って遊1蓉う～子ともエf乍の日 マジックハンドをつくる

8月 16日、お盆明けの暑い日曜日、午前と午後の 2回、子どもエ

作マジックハンド作りが行われました。

がんばりやさんは、小学 2年生の男の子。夏休みも後半とあって、

そろそろ宿題を意識しながら、頑張っていました。

マジックハンドは、ストローでジャバラをつくり、楊枝でつなぎ、

先端に、手に見立てた発泡スチロールを取り付けるというものです。

カラーペーパーで細い巻き 4本 太い巻き 2本を作ります。きっく巻

くと強くなりますよ、と言われても、紙はズルズルと広がってきてしまいます。どうして抜けち

ゃうのだと思う？強くするにはどうしたらいいかしら？と、先生に補強してもらいながら、悪戦

苦闘の末に完成。完成したマジックハンドで、箱に用意された「飴やイガが付いた栗」をつかん

で遊びました。この日は、夏の植物観察会と重なって、報道カメラが入り、観察会参加者の姿や、

庭では、親子連れが竹とんぼを追いかけて遊んでいました。

古民家Q6A 箱膳⑤—•一 ・ 一•一・ー・這豆．―•一•一・一ー迄？
Q:内蔵に箱膳が展示されていますが使用法は？

A：箱膳とは一人分の食器収納と同時に膳の役目を果たす箱形のお膳の

ことで、食器の一種であり調度品でもあります。木製で 24'""30cm四方、

高さ 12cm前後、板の表面は柿渋や漆などで仕上げられています。中に

は、飯椀．汁椀・小皿・箸・湯呑み茶碗・布巾などの個々の食器ー式が

収納されていて、共用することはありません。使う時は上蓋を裏返して、中から取り出した碗

や皿を並べました。

箱膳のもう一つの特徴は食後、香の物（漬け物）で碗をきれいにしてそれも食べ、白湯です

すいで呑みほします。それから布巾で拭いて箱の中へしまい、蓋をかぶせて台所の棚に積上げ

ました。食器を洗うのは月に 2~3回程度でした。家事の手間が省け、水が節約でき、収納場

所もわずかでした。もう一つの特徴は日本人の生活内に少ない個人主義的なもの一つです。

（西洋では皿、スプーンなどは共用です）

旧小岩井家内蔵にある箱膳は収集品ですが、昔の生活を想像しては如何でしょうか。
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今年の炭焼窯lさ大忙し
炭焼きは冬の季語であることが示すように里山の冬の風物詩でした。

ところが今年のふじやま公園の炭焼きは様子が違います。例年では 3

月には炭焼きが終わりますが今年は通年の作業になっています。これ

は昨年後半に竹の海原に関連して竹林の整備・伐採により大量の炭材

が発生したためです。 4- 5 月に各 1 回、 6-7 月は各 2 回ずつ炭焼 一←~~- ····~ 
きを行っています。 1回の炭焼きで約 30kgの竹炭が出来ます。最近の作業は窯出しと窯詰め

を同じ日に行うなど効率化を図っています。夏の作業は暑いだけでなく蚊などの虫の襲来に対処

しなければなりません。竹林の整備に尽力している里山部会の皆さんご苦労さまです。

里山部会の松野さんが作りました炭焼きの状況を描いたうだを紹介します。
(1) 富士山を遥かに望み 緑の峰から はこびだす

自然の恵み青竹が 竹炭によみがえる．
(2) 炭焼の煙たなびく 里山で作業にはげむ

気のあう友のたのもしき 環境美化に想いは一つ

•…•..．．．．．．．． 0農芸通信0..........••…

c 今月はタウン誌「はまかぜ」から収穫祭の取材を受けながらの定例会議となりました。

議題は 11月の収穫祭に向けて話し合われ、その中で案山子も話題になりました。

8月末に秋野菜の大根と春菊を植え、後は害虫を取り除きながら収穫祭まで待ちます。育ちの良

かったショウガは梅酢に漬け込みました。ネギは順調に育ち、気温の下がる秋口から肥料と土寄

せを数回繰り返します。真っ白なネギはふじやま鍋の美味しさを一層引き立ててくれることでし

ょう。夏は不安定な天候でしたがサツマイモ、サトイモ等は良い出来になりそうです。そして、

毎年人気のヤーコンも順調に育ちクセのない食感は新しい調理法が楽しみです。畑の中ではウコ

ンの花と綿の花が生育中です。綿の花が咲き実となりやがて実が割れ、綿が出来上がる神秘をご

堪能下さいませ。なお、卵から育てたスズムシは各々のご家庭に引き取られ大変喜ばれました。

，，ス（マメ科）

釘の七草の一つで夏から秋に咲きます。花は下から上
と咲き、たくさんの昆虫が寄ってきます。大型のつ

る性植物で成長は旺盛、時には野山を覆い枯らしてし
まう事もあります。葱のつるは長くて丈夫なことから
生活用品に用いられます。又、根はたくさんの澱粉を
含み薬用や慈きりなど和菓子の材料等になります。

『＼、みり辺雑祀』から（原文のまま）

よく晴れていたので、大変気持がよく、風が
逹ぬけていくのがさわやかで、日本の家は夏
固きなのがよくわかりました。

平成 21年 10月ポランティア活動予定

部会・事項 日 時 部会・事項 日 時

事務局会議 2日（金） 古民家歴史部会 部会 11日（日）

農芸部会部会 19日（月） 古文書解読勉強会 4日（日）25日（日）

作業 月曜日 木曜日 歴史探訪 1日（木）

里山部会作業 I 10日（土） 17日（土） 囲炉裏守囲炉裏焚き 4日（日）8日（木）
25日（日） 18日（日）

工作棟部会部会 28日（水） クリーンアップ 6日（火）20日（火）
子ども工作準備 適時 ふじやまだより編集会議 10日（土）

ホームペーシ`制作打合せ 3日（土） 印刷 13日（火）

3
 



本郷ふじやまだより 第 81号 9月 15日（火）

棄い、教室のお知らせl 奮ってご参加ください。お待ちしております。

教室名

作って遊ぼう～子

ども工作の日

創作人形

（奴凧人形）

全3回

押し絵

平成21年度古文書

講座

日時

10月18日（日）

10時～12時

13時～15時

11月6日（金）

20日（金）

12月4日（金）

13時～16時

11月10日（火）

24日（火）

13時～16時

10月25日（日）

13時30分～15

時30分

炭焼き体験教室

第46回初心者

茶道体験教室

11月21日（土）

9時～12時

11月22日（日）

8時～17時

11月28日（土）

9時～12時

11月21日（土）

13時～16時

内容

クラフト人形を作る

お正月にはユニークな奴

凧人形を飾ってみません

か

来年の干支の“とら”を

作ります

講師：横浜市立歴史博物

館学芸員

斉藤司先生

「小岩井家文書を通して

みる信仰と祈りの一断

面」

自分の手で竹炭を焼いて

みませんか

材料費 1 応募期限
無料当日受付（各12名）

10時～11時

13時～14時

1,500円 |10月31日（土）

先着10名

1,200円 I10月25日（日）

1,000円 10月11日（日）

（資料代 先着50名

とも）

ー

古民家で茶道を楽しんで

みませんか

無料 |11月14日（土）

窯詰め、火入れ、窯出

し、全 3日とも参加で

きる人

10名

500円 110月31日（士）

10名

押し花 111月 27日（ 金） クリスマス押し花額をデ| 2,000円 I11月20日（金）

13時～16時 ザインする

18cmX 10cmの額

里塁：打ち塾 1 11月悶品〗；；時 I繁古竺：；：［茫；：そば | 700円 |11月10日（火） 6名

(1)持参品：返信ハガキで連絡します。(2) 定員： 12名。応募者多数のときは抽選。

(3)応募要領：往復ハガキに、教室名、氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、 電話番号を書いて応募

期限までに本郷ふじやま公園へ

...お知らせ・・・

ふじやま農園収穫祭： 11月14日（土） 11時～13時受付 10時30分～

・ サツマイモ、サトイモ堀り収穫体験ー→小学生30人 先着順

• 石焼き芋券・ふじやま鍋券 →各100円 先着150人

・ 収穫野菜プレゼント ）抽選

JR本郷台駅前駐輪場ギャラリー展示： 9月29日（火）～10月12日（月）

布ぞうり、銀粘土、ビーズ、笈刻、布細工、押し絵、遊布、

紙手芸、押し花、子供工作、創作人形、竹細工

雨天時15日（日）

ヴ「楽しい教室」の作品

造形遊び、粘土工芸、折り

・開館時間

・休館日

・クリーンア ップ

9 : 00~ 17 : 00 ・入館料：無料

10月7日 （水）

10月6日（火） 20日（火） 10時～11時

＊ふじやま公園運営委員会

〒247-0009 栄区鍛冶ヶ谷 1- 2 0 TEL : 896-0590 FAX : 896-0593 
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